




















































しかし、幸せを感
じるためには、他
の人とのコミュニ
ケーションが常に
重要です。



間違いなく、私た
ちの「私」は非常
に重要です。



さらに、私たちの人格だけが考
えることができます。



例えば、そのような考え：「2」は
常に「1」よりも楽しいです。



または別のもの："私たち"
はたくさんの"私"です。



それとも一緒
に私たちは非
常に美しく見
える！








